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当社子会社による臨床用 iPS細胞作製技術の 

大日本住友製薬株式会社への特許実施許諾契約に関するお知らせ 
 

当社の 100％子会社であるディナベック株式会社（本社：つくば市、代表取締役会長：森 豊隆、以下、

「ディナベック」）と大日本住友製薬株式会社（本社：大阪市、代表取締役社長：多田 正世、以下、「大日本

住友製薬」)とは、本日、ディナベックが所有するセンダイウイルスベクター（※１）を用いた核初期化法により

ヒト再生医療用途の臨床用 iPS 細胞を作製する技術（以下、「本技術」）に関する特許実施許諾契約（以下、

「本契約」）を締結することを決定し、同日締結しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．本契約の内容 

本契約に基づき、ディナベックは大日本住友製薬に対して、眼疾患領域および神経系疾患領域におい

て、本技術を用いた臨床用 iPS 細胞および分化させた細胞の作製、研究開発、製造、販売等を行う実施権

を許諾します。またディナベックは大日本住友製薬に GMP グレードの組換えセンダイウイルスベクターを作

製し、提供します。 

ディナベックは本契約に基づいて、契約一時金、本技術を用いた製品開発の進捗に伴うマイルストンおよ

び製品販売額の目標達成に応じた販売マイルストンとして、最大で総額約 25 億円ならびに製品販売額に

応じたロイヤルティを大日本住友製薬より受け取ります。 

 

ディナベックは、今後も臨床用 iPS 細胞作製技術に基づく再生医療の基礎研究から臨床開発までをシー

ムレスにサポートし、再生医療の早期実現に向けて貢献してまいります。 

大日本住友製薬は、精神神経領域およびがん領域を重点領域として革新的な医薬品の創製を目指すと

ともに、新規分野として、再生・細胞医薬分野の取り組みを強化しています。本契約により、再生・細胞医薬

分野において活用できる技術の幅を広げることができると考えています。 

 

ディナベックは、核初期化因子（※２）を搭載したセンダイウイルスベクターからなる iPS 細胞作製用キット

「CytoTune®-iPS」を平成 23 年に全世界で発売しました。同キットはベクター導入細胞の染色体を傷つけな

いため発がん性の危険が少なく、しかも少量の末梢血からも効率よく iPS 細胞を誘導できるため、研究用ツ

ールとして国内外の研究者から高い評価を得てまいりました。昨年は、iPS 細胞の作製効率が大幅に向上し、

かつ出来あがった iPS 細胞からベクターが直ちに除去される改良版キットを発売するとともに、商業使用ライ

センス条件を大幅に緩和してユーザーの利便性にお応えしました。 
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そのような中、近年の再生医療研究の目覚ましい進歩とわが国における「薬事法等の一部を改正する法

律」並びに「再生医療等の安全性の確保等に関する法律」の制定等を背景に、再生医療の早期実現を目指

すユーザーの方々から本キットを用いた臨床開発を行いたいとのご要望が強くなってまいりました。 

ディナベックは、今後、本キットを用いた臨床開発が行われることにより、再生医療の早期実現に貢献でき

ることを期待しています。 

 

※１．ベクター 

治療用の遺伝子を特定の臓器・組織に運搬し、効果的に標的細胞内へ導入する働きを持つ物質のことで

す。その中でも、ディナベックが独自に開発した「センダイウイルスベクター」は、従来のベクターとは全く概

念が異なる RNAを骨格とするもので、臨床研究や動物実験を通じ安全性の高さが確認されている他、遺伝

子医薬品やバイオ製品分野での利用に高い信頼性と実績を有しております。 

 

※２．核初期化因子 

体細胞に導入することによって同細胞を iPS細胞に導く複数の遺伝子のことです。 

 

 

 

２．ディナベックの概要 

（1）商号 ディナベック株式会社 

（2）主な事業内容 
遺伝子医薬品、細胞・再生医療、 

バイオ製品の研究開発と販売等 

（3）設立年月日 平成 15年９月５日 

（4）本店所在地 茨城県つくば市大久保６番 

（5）代表者 代表取締役会長 森 豊隆 

 

 

３．業績に与える影響 

当社の連結業績に与える影響については、現在精査中です。今後、詳細が判明しましたら改めてお知ら

せいたします。 

 

以 上 


